
 

第 63回社会教育研究全国集会

東北福島集会      

現地実行委員会だより  
２／２４の第３回現地実行委員会は、全国世話人の方との顔

合わせ。その後の現地実行委員会では出会いあり、学びあり。東

北各地からたくさんの実行委員が集まりました。 
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全国世話人の方々と… 

自己紹介を互いに交わして、いよ

いよ分科会の話し合いも本格化

するのだなと実感！ 

開催概要などの確認 

少しずつ、細かなことも決まってく

るのだなと実感。新年度にならな

いと予定はいろいろと分からないと

いう皆さんも、８月２４日

（土）、２５日（日）は福島大

学に集合！  
 
 

４月１３日（土）は福島大学

で会場の確認。新年度が始まっ

たばかりですが、予定をあけてくだ

さいね。 

 

 
 

 

 

東北大学 石井山委員より 
「福島にこだわるけど、福
島だけでない集会にした
い。人生に意味ある出会い
が生まれる集会に」とお話
しされました。…多くの
方々がここでの出会いを大
切にされているのが伝わり
ます。 

集会当日を想定し、ZOOM環境をお試しです。 
少しずつ、でも確実に夏に向けて進んでいます。 
 

全国世話人の方の自己紹介に耳を傾

ける皆さん。直接会える日が楽しみで

すね。 



 

  
２０２４．３．１６（土）発行  

千葉実行委員長から 

「基調提案とテーマ設定

のための話題提示」 

１ 中央による東北の収奪構造       

→「人間本位」「地域本位」の復興は進めら

れたか？ 

２ 課題先進地”東北・福島“の暮らし     

→人口減、過疎化、少子高齢化が加速し、

マンパワー不足による自治体のパワーの減衰 

３ 地域コミュニティの衰退は何をもたらした

か  

→地域住民の分断・対立が地域のつながりを

弱める 

４ 学校と地域と社会教育           

→社会教育が学校の補完的役割を担わされ

ている一方で地域の持続可能性を見出すとい

う矛盾 

５ 「共同の学び」をとおして「人間の復興」へ

希望をつなげるか                 

→社会教育には、協働や自治をつくる力があ

るが、そうした役割を住民から期待されているの

か？ 

６ 新たな動きの注目              

→誇りを取り戻す、地域を創りなおす学びと挑

戦が見られた東北の地 

 

 第６０回南三陸集会の基調提案を   

輪読しました  
 

分科会ごとの話し合い！ 

 

『月刊社会教育』を輪読しているような体
験。声に出すことで、頭に入ってきました。千
葉実行委員長のお話と東日本大震災後の盛岡集
会、南三陸集会、そして、東北福島集会と東北
の集会を意識して基調提案を読んだとき、この
集会で伝えたいこと、福島ならではの課題と成
果が見えた気がしました。 

今回、初めて、分科会ごとの話し合いを持ち
ました。これから、全国世話人の方々とのミー
ティングも重ねていくことになると思います。
どんな話し合いが展開されているのか、次の現
地実行委員会での報告が楽しみです。東北の力
を結集してすばらしい集会になりそうな予感が
する分科会ごとの話し合いでした。ご参加あり
がとうございました。 

今後の予定 
・３月１６日（土）本日 
 第４回現地実行委員会 
・４月１３日（土）＠福島大学 
 第２回世話人会・第５回現地
実行委員会（合同）14:00～ 
 
・５月以降は、月１回くらいのペ
ースで現地実行委員会を実施
予定。できれば、プレ集会も！
いよいよ、全体会準備・交流会
の準備も入ってきます。 
❀あっという間に８月はやって
きそうですが、「までいに」や
っぱい!(^^)! 
  


